
IX.退 職 に あた っ て

社会生態研究部門生態保全分野 ・渡邊邦夫

私は1972年 に、霊長類研究所の大学院第一期生 として犬山に来ました。そ してそのままず っと霊長

類研究所にお世話になって しまいま した。その間1982年 に幸島野外観察施設の助手 として採用 され、

宮崎県串間市で13年 を過 ごしま した。幸島野外観察施設 は私 の赴任後1年 で改組 され、ニホンザル野

外観察施設 とい う国内5カ 所の研究林 ・観察ステーシ ョンを持つ施設にな りま した。そのニホンザル野

外観察施設が2008年 に京都大学野生動物研究センター創設に ともなって改廃 され、私は社会生態研究

部門生態保全分野に移 り、今 日に至ったわけです。私がやってきたのは、ニホンザルを含むアジアのサ

ルの社会行動 と生態、そ して保全の研究ですが、長 く附属施設に所属 していたにもかかわらず、かな り

自由に海外調査に も取 り組む ことができま した。またニホンザル野外観察施設 とい うのは、私よ り一世

代前の野外研究者 たちそれぞれの思いがつ めこまれた、地域社会 との密接なつなが りのある施設だった

ので、どの研究林 ・観察ステーシ ョンにおいても通常ではできそ うない もない付き合い をたくさん させ

てもらいま した。

こ うして振 り返ってみ ると、いろいろなことが脳裏に浮かんできます。私が霊長類研究所に来た頃 と

い うのは、日本 の霊長類学が有名 になった、その基礎 を築いた碩学たちがまだ活躍 していた最後の頃に

あた ります。 ときお り開催 され る研究会には、さまざまな分野の著名な研究者が出入 りしていただけで

なく、在野の研 究者 も多数参加 してお り、活発 な議論がたたかわ されたものです。そ して大学紛争のな

ごりが残 る中で、大学や研究の社会的な役割 とい うことについて も、い ろい ろな議論があ りま した。そ

の頃は、霊長類研究所ができたばか りだったので、教員の半数程度 はほんのちょっと年配の兄貴分 と思

えるほどに若 く、独身者 も多かったので、気兼ねな く酒 をねだ りなが ら、議論 をふ っかけにいけた もの

です。今考 える と、正直、あんな時代 もあったのだとしか言いよ うがあ りません。

それか ら40年 、霊長類研究所はずいぶん と変わ りました。研究所だけでなく我々の生きてい る社会

その ものが大 きく変化 してい るのですが、私にはその善 し悪 しの判断がつきかねる ところがあ ります。

なにや ら豊かにはなったよ うだが、窮屈でたまらない。例 えて言 うと、昔は水の中を気ままに泳いでい

た。それがだんだん氷が張 りつめてきて動 くに動 けな くなってきた。そんな息苦 しさを感 じるのです。

研究者であるがための研究に追われて、夢のあるテーマ を考 えるゆ とりがな くなった とい うことで しょ

うか。老人の繰 り言でしかないのでこの程度 にしますが、日本 の社会制度全体が戦後半世紀余を経てい

つのまにか疲弊 してきた。研究者 の世界 もその日寺代的背景か ら免れ ることはできそ うもない。そんなこ

とを感 じています。

私は、宮崎県串間市 にある幸島野外観察所 に始 ま り、ニホンザル野外観察施設の五つの研究林 ・観察

ステー ションの運営 に携わってきま した。いずれ も長期継続観察を うたい文句に、サル社会のダイナ ミ

ックな変動の解析を 目的としていま した。それがどれだけ成功 していたのだろ うか。よくそんなことを

考 えま した。すでに霊長研か らは分離 された施設ですので論評は差 し控 えますが、ただ続 けるだけでは

意味がない。常に新 しい何かを生み出 していかない といけない。そこがい ちばん難 しい肝 なのだと思い

ます。若 い研究者 たちが、今後 さらに発展 させていって くれ ることを期待 しています。

ニホンザル野外観察施設 では、私 にとっても残念なことがい くつかあ りま した。一つは、下北研究林

が1973年 に発足 して以来、30年 近 く技官待遇職員 として勤めていただいた足沢貞成 さんに健康上の理

由で辞 めていただかざるを得なかったこと、結果 として60歳 を前にして天折す るとい う不幸を招いて

しまったことです。野生ニホンザルの観察はど うしても人里離れた所での、一人だけでの孤独 な作業に

な ります。そんな環境で長 く不安定な生活を続 けるとい うのは、知 らず知 らずの うちに大きな負担にな

っていたのか もしれません。 ご冥福 を祈る と共に、私 自身何 もできなかった至 らなさをお詫 び します。

また、上信越 ・木 曽の研 究林は人手不足か らほとん ど何 もできないままに廃止せ ざるを得ませ んで した。
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そ してニホンザル野外観察施設その もの も、野生動物研究センターの発足に ともなって移管 され、霊長

研 を離れることにな りま した。何故 もっ と頑 張って霊長研 内の長期継続観察基地を守 らなかったのか と

い う批判は、甘ん じて受けたい と思います。私には、発足時それぞれの研究林 に夢 を託 した研究者がす

べて退官 して しまい、そこをベースに研究す る人 も徐々に減少 し、場合によっては誰 もいなくなってい

た。後を継いだ一人二人の研 究者が、その運営だけにで もけっこ う手を取 られて しまっている。そ うい

う状態の下では、枠組みを変 えてで も、新 しい要素を組み込んでシャッフルすべきだ と考 えたのです。

じり貧 を免れるためには、何 らかの別のプ ロジェク トを立ち上 げるな りして、次のステ ップへ引き上 げ

るとい うことが大事だったので しょうが、そのための長い努力 は結局実 らなかったのです。とにもかく

にも、ニホンザル野外観察施設 の歴史か らは、日本の霊長類学全体の変遷を強 く意識 させ られ ています。

こ うした施設運営 にかかわる一方で、私はイ ン ドネシア、中国、タイな どで海外調査 を続 けてきま し

た。数 えてみます と、大学院の頃か らほとん ど毎年、延べ77回 、これ らの国での調査 を行ってきたこ

とにな ります。最初の海外調査の前に、何人かの先生か ら言われま した。海外での調査研 究は最初の時

の経験が大事で、それが うま くい くとまた行きた くなる。辛い、苦 しい と思 うと尻込みす るようになる、

とい うことで した。確 かにその通 りで、私の場合は異文化(た だ しアジアの限定 された地域で しかあ り

ませんが)の 中で暮 らす楽 しさ、面 白さに、す っか りのめ り込んで しまったようです。それぞれ調査研

究の対象を どう料理するか とい うことは当然いの一番に考えるべきことなのですが、調査地で出会った

人たちが どうい う人生を送ってい くのだろ うか、そんなことが知 りたくて通いつめていた面 もあ りま し

た。これ らの国に住む多 くの人たち と家族 同然の付き合いができた とい うのは、今思 うだけで もたいへ

ん嬉 しい ことです。

退官 して落ち着いて考 えてみ ると、いろんなことに手 を出 して、ま とめる方は不十分なままに、ずい

ぶん散漫に過 ごしてきたよ うに思います。それ を許 していただいた多 くの先生方や事務スタッフの方々、

同僚諸氏、学生諸君には、厚 く感謝 します。若い頃は、定年退官な どとい うのは考 えたこともあ りませ

んで した。現代版 の姥捨て山みたいなものか と思っていましたが、今では人生80年 の時代です。 そ う

長い期間が残 されているわけではあ りませんが、この先、老い先をど う楽 しも うか、考 えあぐねてお り

ます。
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